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(57)【要約】
【課題】個々の居住者に対応するそれぞれの伝言メッセ
ージの再生方法を、帰宅時の状況に応じて制限すること
ができる伝言メッセージ再生システムを提供する。
【解決手段】帰宅した居住者Ｕが携帯する電子キー４１
を通信装置３１及びコントローラ３２によって認証した
場合、電子キー４１に対応する伝言メッセージがメッセ
ージ記憶エリア３７より抽出され、スピーカ６３や表示
部６５によって再生される。ここで、伝言メッセージの
再生に関する所定の条件が再生条件記憶エリア３６に予
め設定されている。所定の条件としては例えば人感セン
サ５２により複数の人が検知された場合などがある。そ
して、居住者Ｕの帰宅時の状況が所定の条件を満たした
場合、スピーカ６３や表示部６５による伝言メッセージ
の再生方法が制限される。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屋内外の出入りを可能とする出入口を開閉する出入口ドア付近の屋外側に設けられ、個
々の居住者を個別に認証する認証手段と、
　伝言メッセージが登録されるメッセージ登録手段と、
　前記出入口ドア付近の屋内側に設けられ、前記伝言メッセージを再生するメッセージ再
生手段と、
　前記個々の居住者に対応させて前記伝言メッセージが登録され、前記認証手段による認
証に基づいて前記認証された居住者に対応させた伝言メッセージが再生されるよう制御す
るメッセージ制御手段と、
を備え、
　前記メッセージ制御手段は、所定の条件を満たした場合に前記伝言メッセージの再生を
制限するメッセージ再生制限手段を備える、伝言メッセージ再生システム。
【請求項２】
　前記出入口ドア付近における前記認証された居住者以外の人の存在を検知するための検
知手段を備え、
　前記所定の条件として、前記認証された居住者以外の人が前記出入口ドア付近に存在す
る場合が設定される、請求項１に記載の伝言メッセージ再生システム。
【請求項３】
　前記所定の条件として、予め定められた時間帯以外に前記居住者が認証された場合が設
定される、請求項１または２に記載の伝言メッセージ再生システム。
【請求項４】
　前記メッセージ再生制限手段は、前記所定の条件を満たした場合、前記認証された居住
者に対応させた伝言メッセージがあることのみ通知する、または前記伝言メッセージの件
数のみ通知する通知再生に制限する、請求項１～３のいずれか１項に記載の伝言メッセー
ジ再生システム。
【請求項５】
　前記認証手段は、
　前記出入口ドア付近の屋外側に設けられ、前記出入口ドア付近の所定範囲を通信エリア
として、固有の識別情報を送信する電子キーとの間で無線通信可能とする通信装置と、
　前記通信装置を通じて前記電子キーから受信した識別情報に基づいてその識別情報が予
め登録された識別情報であるか否かの認証を行う認証部と、
で構成され、
　前記出入口ドアに設けられる施錠装置と、
　前記認証部による認証結果に基づいて前記施錠装置の施解錠を制御する施解錠制御手段
と、
を備える、請求項１～４のいずれか１項に記載の伝言メッセージ再生システム。
【請求項６】
　前記認証手段は、前記出入口ドア付近の屋外側に設けられ、人の顔を撮影する撮影手段
と、その撮影手段により撮影された人の顔画像に基づいて、その人が予め登録された登録
者であるか否かの認証を行う顔認証手段と、で構成され、
　前記出入口ドアに設けられる施錠装置と、
　前記顔認証手段による認証結果に基づいて、前記施錠装置の施解錠を制御する施解錠制
御手段と、
を備える、請求項１～４のいずれか１項に記載の伝言メッセージ再生システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、帰宅者に対してメッセージの再生を行う伝言メッセージ再生システムに関す
るものである。
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【背景技術】
【０００２】
　住宅等の建物では、システムに含まれるインターホンに、他の居住者に対するメッセー
ジを登録させておき、帰宅した他の居住者が、登録されたメッセージを再生して用件を伝
達できる施解錠システムがある。特許文献１には、帰宅した居住者の識別情報に基づき、
個々の居住者に対応したそれぞれのメッセージを再生できる電気錠システムが開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２４４２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記した従来のシステムでは、例えば居住者が他の人と一緒に帰宅した
場合でもメッセージが音声再生される。この場合、居住者にとっては他の人に聞かれたく
ないメッセージが他の人にも聞かれてしまうおそれがある。また、居住者の帰宅時間にか
かわらず音声再生されてしまうため、帰宅時間が遅くなるとメッセージの音声再生により
同居人の睡眠を妨げることにもなりうる。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、個々の居住者に対応するそれぞれの
伝言メッセージの再生方法を、帰宅時の状況に応じて制限することができる、伝言メッセ
ージ再生システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明の伝言メッセージ再生システムは、
　屋内外の出入りを可能とする出入口を開閉する出入口ドア付近の屋外側に設けられ、個
々の居住者を個別に認証する認証手段と、
　伝言メッセージが登録されるメッセージ登録手段と、
　前記出入口ドア付近の屋内側に設けられ、前記伝言メッセージを再生するメッセージ再
生手段と、
　前記個々の居住者に対応させて前記伝言メッセージが登録され、前記認証手段による認
証に基づいて前記認証された居住者に対応させた伝言メッセージが再生されるよう制御す
るメッセージ制御手段と、
を備え、
　前記メッセージ制御手段は、所定の条件を満たした場合に前記伝言メッセージの再生を
制限するメッセージ再生制限手段を備えることを特徴とする。
【０００７】
　当該システムにより、個々の居住者に対応する伝言メッセージが登録でき、居住者が帰
宅した際に、その居住者に対応する伝言メッセージが再生される。同居人からの伝言メッ
セージが自動で再生されて帰宅した居住者に伝達されるため、伝言メッセージを登録した
同居人も伝え漏れ等の懸念がなく安心である。さらに、本発明によれば、帰宅した居住者
の帰宅時の状況に応じて伝言メッセージの再生方法を制限することができるため、プライ
バシーの観点からも好ましく、また同居人の生活リズムに合わせて利用することができ利
便性に優れる。
【０００８】
　第２の発明の伝言メッセージ再生システムは、第１の発明において、
　前記出入口ドア付近における前記認証された居住者以外の人の存在を検知するための検
知手段を備え、
　前記所定の条件として、前記認証された居住者以外の人が前記出入口ドア付近に存在す
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る場合が設定されることを特徴とする。
【０００９】
　第２の発明によれば、認証された居住者以外の人が出入口ドア付近に存在するかどうか
が判断できる。認証された居住者以外の人が出入口ドア付近に存在している場合は伝言メ
ッセージの再生を制限することで、帰宅した居住者のプライバシーに配慮することができ
る。
【００１０】
　第３の発明の伝言メッセージ再生システムは、第１または第２の発明において、
　前記所定の条件として、予め定められた時間帯以外に前記居住者が認証された場合が設
定されることを特徴とする。
【００１１】
　第３の発明によれば、居住者の同居人の生活リズムに合わせて、伝言メッセージの音声
再生を制限することができる。例えば、予め同居人の起きている活動時間帯が設定されて
いる場合、居住者の帰宅時間が同居人の活動時間帯以外、すなわち同居人の就寝時間とな
った際には、伝言メッセージの再生が制限され、同居人の睡眠を妨げることを回避できる
。
【００１２】
　第４の発明の伝言メッセージ再生システムは、第１～３の発明のいずれかにおいて、
　前記メッセージ再生制限手段は、前記所定の条件を満たした場合、前記認証された居住
者に対応させた伝言メッセージがあることのみ通知する、または前記伝言メッセージの件
数のみ通知する通知再生に制限することを特徴とする。
【００１３】
　所定の条件を満たした場合、伝言メッセージの音声再生が制限されて伝言メッセージが
あること又は伝言メッセージの件数のみが通知される。伝言メッセージの有無や件数のみ
が通知される再生方法は、伝言メッセージの内容が再生されることがなく、再生時間も伝
言メッセージの音声再生より短い。よってプライバシー及び同居人の生活リズムが配慮さ
れつつ、かつ帰宅者は伝言メッセージの有無または件数を知ることができる。
【００１４】
　第５の発明の伝言メッセージ再生システムは、第１～４の発明のいずれかにおいて、
　前記認証手段は、
　前記出入口ドア付近の屋外側に設けられ、前記出入口ドア付近の所定範囲を通信エリア
として、固有の識別情報を送信する電子キーとの間で無線通信可能とする通信装置と、
　前記通信装置を通じて前記電子キーから受信した識別情報に基づいてその識別情報が予
め登録された識別情報であるか否かの認証を行う認証部と、
で構成され、
　前記出入口ドアに設けられる施錠装置と、
　前記認証部による認証結果に基づいて前記施錠装置の施解錠を制御する施解錠制御手段
と、
を備えることを特徴とする。
【００１５】
　第５の発明によれば、電子キーによる施解錠システムの一部を活用して伝言メッセージ
再生システムを構築することができる。
【００１６】
　第６の発明の伝言メッセージ再生システムは、第１～４の発明のいずれかにおいて、
　前記認証手段は、前記出入口ドア付近の屋外側に設けられ、人の顔を撮影する撮影手段
と、その撮影手段により撮影された人の顔画像に基づいて、その人が予め登録された登録
者であるか否かの認証を行う顔認証手段と、で構成され、
　前記出入口ドアに設けられる施錠装置と、
　前記顔認証手段による認証結果に基づいて、前記施錠装置の施解錠を制御する施解錠制
御手段と、
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を備えることを特徴とする。
【００１７】
　第６の発明によれば、顔認証による施解錠システムの一部を活用して伝言メッセージ再
生システムを構築することができる。この場合、複数人をまとめて顔認証できるようにす
れば、より高度な再生制限を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態における建物の一階部分の間取りレイアウトを簡略に示す図。
【図２】第１実施形態における玄関ドアにおける伝言メッセージ再生システムに関する構
成を示す概略図。
【図３】コントローラの記憶部に備えられた再生条件記憶エリアの記憶内容を示す概念図
。
【図４】図４（ａ）はコントローラの記憶部に登録されたＩＤコードの一例を示す図、図
４（ｂ）は伝言メッセージ再生システムで用いられる伝言メッセージテーブルの構成の一
例を示す図。
【図５】伝言メッセージ再生システムのメッセージ再生の流れを示すフローチャート。
【図６】第２実施形態における玄関ドアにおける伝言メッセージ再生システムに関する構
成を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の伝言メッセージ再生システム２０の実施の形態について図面に基づいて
説明する。
【００２０】
　［第１実施形態］
　図１は、第１実施形態における建物（住宅）１０の一階部分の間取りレイアウトを簡略
に示す図である。
【００２１】
　図１に示すように、建物１０には、屋内スペースとして、玄関部１１、廊下１２、居室
１３等が設けられ、屋外スペースとして、エントランススペース１４が設けられている。
玄関部１１には、出入口としての玄関口２１が設けられている。この玄関口２１を通じて
建物１０への出入りが可能となっている。また、玄関口２１には、玄関ドア２２が設けら
れている。玄関ドア２２は、例えば回動式の開き戸からなる。この玄関ドア２２により玄
関口２１が開閉されるようになっている。なお、玄関ドア２２は、引き戸であってもよい
。
【００２２】
　玄関口２１より屋外側（例えば、玄関口２１に対応する軒先の天井面）には人感センサ
５１が設けられている。人感センサ５１は、玄関口２１から建物１０外に出た位置に設け
られ、玄関口２１（玄関ドア２２）付近の屋外側における人の存在を検出するように構成
されている。図１に示すように、玄関ドア２２の閉鎖時においては、人感センサ５１は建
物１０の外側のみを検出エリアＤＡ１とするように配置位置及び検出範囲が設定されてい
る。
【００２３】
　玄関口２１より屋内側（例えば、玄関部１１の天井面）には人感センサ５２が設けられ
ている。人感センサ５２は、玄関口２１から建物１０内に入った位置に設けられ、玄関口
２１（玄関ドア２２）付近の屋内側における人の存在及びその人数を検出するように構成
されている。図１に示すように、玄関ドア２２の閉鎖時においては、人感センサ５２は建
物１０の内側のみを検出エリアＤＡ２とするように配置位置及び検出範囲が設定されてい
る。
【００２４】
　このため、居住者が帰宅した際には、人感センサ５１の検出エリアＤＡ１へ進入し、そ
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の後、玄関ドア２２を開けて玄関部１１へと入り、人感センサ５２の検出エリアＤＡ２へ
と進入することになる。人感センサ５１及び人感センサ５２は、認証された居住者が玄関
ドア２２を開けて玄関部１１へ進入し、その後玄関ドア２２が閉じた後において、玄関ド
ア２２（玄関口２１）付近に認証された居住者以外の人がいるか否かを検知するための検
知手段として設けられている。よって、この場合に認証された居住者以外の人が玄関ドア
２２付近に存在していない場合、屋外側に設けられた人感センサ５１は人の存在が検知さ
れず、屋内側に設けられた人感センサ５２は認証された居住者１人が検知される。
【００２５】
　人感センサ５１としては、人の存在が検知できるセンサであればよく、例えば、人体か
らの赤外線を検知する焦電型赤外線センサ、又は超音波を出力し、人体によって反射され
た放射される超音波を受信して人体を検知する超音波センサ等が用いられる。人感センサ
５２としては、人の存在及びその人数が検知できるセンサであればよく、例えば、人体か
ら放射される赤外線をサーモパイル部（熱電対列）で熱に変えて温度差により人の存在及
びその人数を検知するサーモパイル型赤外線センサ等が用いられる。なお、人感センサ５
１にサーモパイル型赤外線センサを用いてもよい。
【００２６】
　玄関部１１（例えば、玄関部１１の側面側の壁）には、伝言メッセージ再生のための再
生端末６１が設けられている。
【００２７】
　図２は、伝言メッセージ再生システム２０の第１実施形態における伝言メッセージの再
生制御に関する構成を示す概略図である。
【００２８】
　玄関ドア２２には、電気シリンダ錠よりなる施錠装置２３が設けられている。施錠装置
２３には、玄関ドア２２の前面（屋外側の面）に露出してシリンダ部２４が設けられ、玄
関ドア２２の後面（屋内側の面）に露出してサムターン部２５が設けられている。
【００２９】
　本実施形態では、施錠装置２３は居住者Ｕが携帯する電子キー４１により施解錠される
。施錠装置２３は、電子キー４１の鍵部４２をシリンダ部２４に差し込んで回動操作する
か、サムターン部２５のつまみを回動操作することにより、手動による施解錠が可能であ
る。これに加え、電子キー認証により施解錠することが可能となっている。電子キー認証
のための構成として、通信装置３１とコントローラ３２とが設けられている。
【００３０】
　玄関ドア２２付近の屋外側（玄関ドア２２の屋外側の面でも可）には、上述の電子キー
認証のための構成として、通信装置３１が設けられている。通信装置３１はコントローラ
３２と電気的に接続されている。通信装置３１は、コントローラ３２によりその出力電波
が制御され、無線通信用の通信エリアが所定の範囲に制御される。図２に示されるように
、本実施形態の通信装置３１の通信エリアとしては通信エリアＣＡが設定され、これは通
信装置３１を中心とする球形のエリアとなっている。
【００３１】
　コントローラ３２は、ＣＰＵやメモリ等を有するマイクロコンピュータを備えるもので
ある。コントローラ３２は、少なくとも、施解錠の制御や、伝言メッセージの再生を制御
する制御部３３と、電子キー認証のためのＩＤ情報や伝言メッセージに関する事項や各種
センサ類からの検知結果等を記憶する記憶部３４と、時間を計測する場合に用いられるタ
イマ３５とを有している。記憶部３４には、伝言メッセージに関する事項を記憶するため
の構成として、メッセージの再生及び制限の設定を記憶する再生条件記憶エリア３６と、
各種のメッセージデータからなる伝言メッセージテーブルＴを格納するメッセージ記憶エ
リア３７と、が備えられている。また、コントローラ３２には、文字データからなる伝言
メッセージを音声読み上げするための音声読み上げ部３８が備えられている。音声読み上
げ部３８は、制御部３３からの指示に基づいて、伝言メッセージテーブルＴに記憶された
文字データからなる伝言メッセージを音声に変換する。音声化された伝言メッセージは後
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述する再生端末６１のスピーカ６３から再生される。
【００３２】
　電子キー４１は、電子キー４１毎に固有のＩＤ情報を記憶するメモリ（図示略）を備え
ており、コントローラ３２からの要求に応じてＩＤ情報を送信する。ここで、通信装置３
１は、リクエスト信号を所定の時間周期で送信するのに対し、電子キー４１は、通信装置
３１の通信エリアＣＡに進入してリクエスト信号を受信すると、そのリクエスト信号に応
答してＩＤ情報を通信装置３１に送信する。そして、ＩＤ情報が通信装置３１により受信
されると、当該ＩＤ情報が通信装置３１からコントローラ３２に入力される。コントロー
ラ３２は、通信装置３１を介して電子キー４１からのＩＤ情報が入力されると、当該ＩＤ
情報と予め記憶部３４に登録されたＩＤ情報との一致判定を行い、正規のキーであるか否
かの認証を行う。
【００３３】
　電子キー４１には、遠隔操作により施錠装置２３を施解錠するための操作部４４が設け
られている。操作部４４には、施錠用の施錠スイッチ４５と、解錠用の解錠スイッチ４６
とが設けられている。電子キー４１は、上記各スイッチ４５，４６が押下操作されること
に基づいて施錠又は解錠用の操作信号を送信する。
【００３４】
　そして、上記ＩＤ情報によって電子キー４１が正規認証されている状況において、電子
キー４１からの操作信号が通信装置３１に受信されると、コントローラ３２は、操作信号
に基づいて施錠装置２３を施解錠する。具体的には、通信装置３１からの受信情報に基づ
いて施錠装置２３を解錠又は施錠するかを判定し、解錠する場合には施錠装置２３に対し
て解錠信号を出力し、施錠する場合には施錠装置２３に対して施錠信号を出力する。電子
キー４１が正規のものに該当しない場合には、施錠装置２３の施解錠は行われない。
【００３５】
　玄関ドア２２の屋内側の面には、玄関ドア２２の開閉を検知するための開閉検知センサ
２７が設けられている。開閉検知センサ２７はコントローラ３２へ接続され、コントロー
ラ３２には開閉検知センサ２７から逐次検知結果が入力される。開閉検知センサ２７から
の検知結果に基づいて、玄関ドア２２の開閉状態を判定し、玄関ドア２２が開いてその後
閉状態とされたと判定した場合に、帰宅した居住者が玄関部１１へ進入したと判断される
。なお、玄関ドア２２が閉状態とされたと判定した場合に施錠装置２３により玄関ドア２
２が自動で施錠（オートロック）されるようにしてもよい。
【００３６】
　伝言メッセージ再生のために玄関部１１に設けられた再生端末６１は、少なくとも、伝
言メッセージの録音のためのマイク６２と、ガイドメッセージや伝言メッセージの音声再
生のためのスピーカ６３と、伝言メッセージの登録や再生の際に操作するための操作部６
４と、ガイドメッセージや伝言メッセージの表示や操作部６４により選択・入力される事
項の表示等のための表示部６５と、を備えている。操作部６４には、伝言メッセージの音
声再生を停止するための停止ボタン（図示せず）が設けられている。
【００３７】
　再生端末６１はコントローラ３２へ接続され、コントローラ３２の制御部３３からの指
示に基づいて伝言メッセージの再生を実施する。また、コントローラ３２には、再生端末
６１に設けられた操作部６４の操作内容が逐次入力される。
【００３８】
　上述したように玄関ドア２２の屋外側には人感センサ５１が設けられ、玄関ドア２２の
屋内側には人感センサ５２が設けられている。人感センサ５１，５２はコントローラ３２
へ接続され、コントローラ３２には人感センサ５１，５２から逐次検知結果が入力される
。コントローラ３２は、人感センサ５１からの検知結果に基づいて、人感センサ５１の検
出エリアＤＡ１内における人の存在の有無を判定し、人感センサ５２からの検知結果に基
づいて、人感センサ５２の検出エリアＤＡ２内における人の存在の有無及びその人数を判
定する。
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【００３９】
　伝言メッセージ再生システム２０は、予め記憶部３４に登録された電子キー４１の固有
のＩＤ情報を利用する。すなわち、電子キー４１の固有のＩＤ情報を、携帯する居住者に
対応させてそれぞれコントローラ３２に登録する。これにより、外出先から帰宅した際、
玄関ドア２２の解錠のために通信装置３１を通じて実施される電子キー４１の認証により
、帰宅した居住者の特定が同時に実施される。
【００４０】
　伝言メッセージは、文字データ又は音声データのいずれかである。伝言メッセージは、
再生端末６１の操作部６４の操作により、後述の伝言メッセージテーブルＴ（図４（ｂ）
に図示）に登録される。例えば、再生端末６１の操作部６４の操作により伝言メッセージ
登録モードを開始させるための操作を受け付けた後、送信者及び受信者について、記憶部
３４に予め登録されているＩＤコードのいずれかを選択させる。操作部６４の操作により
ＩＤコードのいずれかが選択された後、伝言メッセージの種類として音声又は文字のいず
れかのメッセージを選択させる。なお、以下では、音声データからなる伝言メッセージを
単に「音声メッセージ」、文字データからなる伝言メッセージを単に「文字メッセージ」
と称する場合がある。
【００４１】
　操作部６４の操作により伝言メッセージの種類が選択され、音声メッセージであった場
合には、例えば、「ピーとなった後に伝言メッセージを残してください」といったガイド
メッセージを、スピーカ６３から鳴動させる。そして、マイク６２を通じた伝言メッセー
ジの吹き込みに対して待機し、その後、伝言メッセージがマイク６２に吹き込まれたとき
には、吹き込まれた伝言メッセージを予め選択されているＩＤコードに対応させて、伝言
メッセージテーブルＴに登録する。
【００４２】
　伝言メッセージが文字メッセージであった場合には、例えば、「伝言メッセージを入力
してください」といったガイドメッセージを、表示部６５に表示させる。そして、操作部
６４の操作により伝言メッセージの入力に対して待機し、その後、伝言メッセージが操作
部６４により入力されたときには、入力された伝言メッセージを予め選択されているＩＤ
コードに対応させて、伝言メッセージテーブルＴに登録する。
【００４３】
　そして、操作部６４の操作により、伝言メッセージ登録モードの終了を指示するための
操作を受け付けたときには、伝言メッセージ登録モードを終了する。
【００４４】
　伝言メッセージ再生システム２０において、コントローラ３２は、ネットワークＮを介
して伝言メッセージサーバ７０に接続されている。本実施形態では、伝言メッセージは、
再生端末６１の操作部６４及びマイク６２等を用いてコントローラ３２の記憶部３４に登
録される他、携帯電話端末７１や建物１０で利用しているパソコン端末７２等からネット
ワークＮを介して伝言メッセージサーバ７０に登録される。
【００４５】
　伝言メッセージサーバ７０は、図示しない制御手段（ＣＰＵ）、記憶手段（ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ、ハードディスク等）等を有するコンピュータであり、各種プログラムを実行するこ
とにより、少なくとも文字データ又は音声データのいずれかである伝言メッセージの送受
信等の制御が行なわれる。そして、伝言メッセージサーバ７０が携帯電話端末７１又はパ
ソコン端末７２から送信された伝言メッセージを受信すると、伝言メッセージサーバ７０
によりその伝言メッセージはコントローラ３２に対して送信される。伝言メッセージサー
バ７０により受信した伝言メッセージは、コントローラ３２の記憶部３４に設けられたメ
ッセージ記憶エリア３７に登録される。
【００４６】
　伝言メッセージサーバ７０にユーザである居住者等が携帯電話端末７１又はパソコン端
末７２から送信するメッセージは、メッセージである文字データ又は音声データに加えて
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、送信者であるユーザのＩＤ情報及びメッセージの受信者であるユーザのＩＤ情報を含む
。送信者及び受信者の各々のＩＤ情報は、携帯電話端末７１又はパソコン端末７２から直
接タイプしてもよいが、メッセージ送信用の専用アプリ等を用いることにより、メッセー
ジの送信作業を簡略化することが望ましい。
【００４７】
　例えば、携帯電話端末７１又はパソコン端末７２に、建物１０の居住者等のユーザの氏
名及びＩＤ情報等を予め記憶させておき、上述の専用アプリを起動すると、記憶している
ユーザのリストが携帯電話端末７１又はパソコン端末７２の画面に表示され、表示された
リストから選択したユーザ（複数同時選択可）に対するメッセージを伝言メッセージサー
バ７０に登録できるようにしてもよい。
【００４８】
　伝言メッセージサーバ７０では、専用アプリを用いて送信されてきたメッセージから送
信者のＩＤ情報及び受信者のＩＤ情報を抽出して、メッセージの文字又は音声データと対
応付けて各種のメッセージデータからなる伝言メッセージテーブル（図示せず、コントロ
ーラ３２の伝言メッセージテーブルＴに対応するものである）として登録する。
【００４９】
　コントローラ３２は、ネットワークＮを通じて伝言メッセージサーバ７０にアクセスし
て、常に更新された伝言メッセージを、コントローラ３２の記憶部３４にアップロードし
て登録させる。なお、コントローラ３２は、メッセージを受け取るユーザである居住者が
施錠装置２３を解錠し、玄関ドア２２を開閉した際に、伝言メッセージサーバ７０に登録
されているメッセージをネットワークＮを介して取得することにしてもよい。
【００５０】
　また、伝言メッセージ再生システム２０は、パソコン端末７２のメールシステム７３と
連動して利用される。メールシステム７３に受信されるメールのうち、伝言メッセージ再
生システム２０で再生されるメールが識別され、当該識別されたメールはネットワークＮ
を介して伝言メッセージサーバ７０に転送される。
【００５１】
　図２のメールシステム７３における父のメール受信箱７４に示されるように、伝言メッ
セージ再生システム２０で再生されるメールに対しては、件名に「［伝言］」と表記する
。これにより、メールシステム７３に受信されたメールのうち、件名に「［伝言］」と表
記された未読メールが抽出される。図２のメールシステム７３の父のメール受信箱７４に
おいては、「未読　［伝言］明日の持ち物」、「未読　［伝言］録音メッセージ」が転送
される。送信者及び受信者のメールアドレスはそれぞれ対応するＩＤ情報を予め記憶させ
ておき、対応するＩＤ情報が送信者及び受信者として伝言メッセージサーバ７０に転送さ
れる。すでに確認した既読メールであっても受信者であるユーザが備忘録的に再生端末６
１で再生させたいメールがあった場合、メールシステム７３にてメールの既読状態を未読
状態としておくことで、伝言メッセージサーバ７０に転送されるメールとして識別される
。
【００５２】
　伝言メッセージサーバ７０では、メールシステム７３から転送されてきたメールから送
信者のＩＤ情報及び受信者のＩＤ情報を抽出して、文字データ又は音声データからなるメ
ッセージと対応付けて、各種のメッセージデータからなる伝言メッセージテーブル（図示
せず、前述のようにコントローラ３２の伝言メッセージテーブルＴに対応するものである
）として登録する。コントローラ３２は、ネットワークＮを介して伝言メッセージサーバ
７０から上述のメールシステム７３より転送された伝言メッセージを受信し、当該伝言メ
ッセージを伝言メッセージテーブルＴに登録させる。
【００５３】
　伝言メッセージの音声再生の際には、「未読　［伝言］明日の持ち物」は文字データか
らなる伝言メッセージであるため音声読み上げ部３８によりメール件名及びメール本文が
読み上げられ、「未読　［伝言］録音メッセージ」は音声データからなる伝言メッセージ
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であるため添付されていた音声データがそのまま再生される。
【００５４】
　図３は、再生条件記憶エリア３６の記憶内容を示す概念図である。再生条件記憶エリア
３６には、少なくとも、再生設定エリア３６１と、状況設定エリア３６２とが備えられて
いる。
【００５５】
　図３において、再生設定エリア３６１には、登録された伝言メッセージの再生方法が記
憶されている。本実施形態では、（１）「音声メッセージは再生され、文字メッセージは
読み上げ再生される伝言メッセージ音声再生」と、（２）「伝言メッセージの件数のみを
音声で通知する音声通知再生」と、（３）「伝言メッセージの件数のみを表示部６５にて
表示させて通知する表示通知再生」と、（４）「伝言メッセージの再生を実施しない（再
生不可）」と、が記憶されている。
【００５６】
　また、表示部６５において表示される項目としては、（１）伝言メッセージ音声再生の
場合は伝言メッセージの一覧が表示され、伝言メッセージの（２）音声通知再生及び（３
）表示通知再生の場合は伝言メッセージの件数が表示されることが記憶されている。また
、伝言メッセージの（４）再生不可の場合は表示部６５での表示も非表示となることが記
憶されている。
【００５７】
　状況設定エリア３６２には、伝言メッセージの再生を制限する場合の条件及びその再生
方法が記憶される。本実施形態では、（１）「電子キー４１で認証された居住者以外の人
が玄関ドア２２付近（玄関ドア２２の屋外側付近及び屋内側付近）に存在する場合」、（
２）「認証された居住者に対応する登録されたメッセージ件数が１～５件でない場合」、
（３）「認証された居住者の帰宅した時間が６～２１時以外の場合」、及び（４）「認証
された居住者の認証時には施錠装置２３がすでに解錠状態であった場合」、が条件として
設定され、それぞれの条件について該当した場合の再生の制限方法、すなわち再生設定エ
リア３６１で設定されている伝言メッセージの再生方法のうちどの再生方法とするかが設
定されている。
【００５８】
　図４（ａ）は、施錠装置２３の施解錠の際に電子キー４１の認証で用いられるＩＤコー
ドについて、コントローラ３２の記憶部３４に登録されたＩＤコードの一例を示す図であ
り、図４（ｂ）は、伝言メッセージ再生システム２０で用いられる伝言メッセージテーブ
ルＴの構成の一例を示す図である。
【００５９】
　図４（ａ）及び図４（ｂ）に例示するように、伝言メッセージテーブルＴに用いられて
いるＩＤコードは、電子キー４１の認証用として記憶部３４に登録されているＩＤコード
と同じである。
【００６０】
　図４（ｂ）に例示するように、伝言メッセージテーブルＴでは、伝言メッセージは、Ｉ
Ｄコードの各々に対応させて、少なくとも、音声データ又は文字データのいずれかのデー
タ形式で登録されている。
【００６１】
　例えば、ＩＤコード「８７６５４３２１」に対応させて、子Ｂに伝達させるべき音声デ
ータからなる伝言メッセージ「おかえりなさい、おやつは冷蔵庫の中のプリンです。」が
母より登録されており、ＩＤコード「４３２１４３２１」に対応させて、子供Ａに伝達さ
せるべき音声データからなる伝言メッセージ「おかえりなさい。今日はピアノの日だよ。
」が母より登録されおり、ＩＤコード「１２３４４３２１」に対応させて、母に伝達させ
るべき文字データからなる伝言メッセージ「今日は夕ご飯いりません。」が父より登録さ
れており、ＩＤコード「１２３４５６７８」に対応させて、父に伝達させるべき音声デー
タからなる伝言メッセージ「お風呂のお湯、捨ててね。」が母より登録されている。
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【００６２】
　次に、コントローラ３２の制御部３３により実行される伝言メッセージ再生の制御処理
の内容について図５に基づいて説明する。図５は、制御処理の流れを示すフローチャート
である。
【００６３】
　図５に示すように、まずステップＳ１１では、通信装置３１を介して電子キー４１より
受信したＩＤ情報の認証処理を行う。この認証処理では、通信装置３１からのリクエスト
信号の応答として電子キー４１より送信されるＩＤ情報が予め記憶されているＩＤ情報と
一致しているか否かを認証（判定）する。認証処理の結果、電子キー４１からのＩＤ情報
が予め記憶されているＩＤ情報と一致していない場合、すなわち認証ＮＧの場合には、ス
テップＳ１１をＮＯ判定して本処理を終了する。一方、電子キー４１からのＩＤ情報が予
め記憶されているＩＤ情報と一致している場合、すなわち認証ＯＫの場合には、ステップ
Ｓ１１をＹＥＳ判定してステップＳ１２に進む。
【００６４】
　ステップＳ１２では、上記の認証された電子キー４１により解錠処理が行われたか否か
を判定する。認証された電子キー４１で解錠処理されない場合、本処理を終了する。認証
された電子キー４１で解錠処理された場合、ステップＳ１２をＹＥＳ判定して、ステップ
Ｓ１３に進む。すなわち、再生条件記憶エリア３６の状況設定エリア３６２に設定された
（４）「認証された居住者の認証時には施錠装置２３がすでに解錠状態であった場合」に
該当するとして、ステップＳ１２により判定される。そして、状況設定エリア３６２に設
定された（４）の場合の再生方法に従って、伝言メッセージの再生が実施されず終了する
。
【００６５】
　ステップＳ１３では、電子キー４１の認証後、一定時間以内に玄関ドア２２が開いてそ
の後閉じたか否かを判定する。玄関ドア２２が開いてその後閉じた場合、ステップＳ１３
をＹＥＳ判定して、ステップＳ１４に進む。玄関ドア２２が開いてその後閉じていない場
合、ステップＳ１３をＮＯ判定して本処理を終了する。なお、ステップＳ１３をＮＯ判定
した場合には、施錠装置２３の施錠処理が実行される。ステップＳ１３で電子キー４１認
証後の一定時間以内に玄関ドア２２が開いてその後閉じたことが検知されることで、認証
された居住者が玄関ドア２２の屋内側に進入したと判断される。
【００６６】
　ステップＳ１４では、タイマ３５により時刻が６～２１時の時間帯であるか否かを判定
する。時刻が６～２１時の時間帯である場合、ステップＳ１４をＹＥＳ判定して、ステッ
プＳ１５に進む。時刻が６～２１時の時間帯でない場合、ステップＳ１４をＮＯ判定して
ステップＳ２３へ進む。
【００６７】
　ステップＳ１５では、玄関ドア２２の屋外側に設けられた人感センサ５１の検出信号に
基づいて、人感センサ５１により人の存在が検出されておらず、かつ玄関ドア２２の屋内
側に設けられた人感センサ５２の検出信号に基づいて、人感センサ５２により人の存在が
検出され、検出される人数が１人であるか否かを判定する。人感センサ５１により人の存
在が非検出、かつ人感センサ５２により検出人数が１人である場合、すなわち玄関ドア２
２付近には電子キー４１により認証された居住者のみが存在している場合、ステップＳ１
５をＹＥＳ判定して、ステップＳ１６に進む。人感センサ５１により人の存在が検出され
たり、又は人感センサ５２により検出人数が１人でない場合、すなわち玄関ドア２２付近
に電子キー４１により認証された居住者以外の人の存在が検出されている場合、ステップ
Ｓ１５をＮＯ判定してステップＳ２２へ進む。
【００６８】
　ステップＳ１６では、電子キー４１により認証された居住者を受信者とする伝言メッセ
ージの件数が１～５件であるか否かを判定する。伝言メッセージテーブルＴから認証され
た居住者のＩＤで受信者のソートをした結果、認証された居住者を受信者とする伝言メッ



(12) JP 2019-92004 A 2019.6.13

10

20

30

40

50

セージ件数が判断される。伝言メッセージの件数が１～５件である場合、ステップＳ１６
をＹＥＳ判定して、ステップＳ１７に進む。伝言メッセージの件数が１～５件でない場合
、ステップＳ１６をＮＯ判定してステップＳ２２へ進む。
【００６９】
　ステップＳ１７では、電子キー４１により認証された居住者を受信者とする伝言メッセ
ージの音声再生を開始する。この場合、音声データによる伝言メッセージは音声のまま、
文字データによる伝言メッセージは音声読み上げ部３８による音声データへの変換を行い
、スピーカ６３を通じて音声として再生される。この際、表示部６５には認証された居住
者への伝言メッセージの一覧が表示されている。
【００７０】
　ステップＳ１８では、玄関ドア２２の屋外側に設けられた人感センサ５１及び玄関ドア
２２の屋内側に設けられた人感センサ５２による検出信号に基づいて、人感センサ５１に
より人の存在が非検出、かつ人感センサ５２により検出人数が１人であるか否かを判定す
る。人感センサ５１により人の存在が非検出、かつ人感センサ５２により検出人数が１人
である場合、すなわち玄関ドア２２付近には電子キー４１により認証された居住者のみが
存在している場合、ステップＳ１８をＹＥＳ判定して、ステップＳ１９に進む。人感セン
サ５１により人の存在が検出されたり、又は人感センサ５２により検出人数が１人でない
場合、すなわち玄関ドア２２付近に電子キー４１により認証された居住者以外の人が存在
している場合、ステップＳ１８をＮＯ判定してステップＳ２１へ進む。
【００７１】
　ステップＳ１９では、再生端末６１の操作部６４に設けられたメッセージ停止ボタンが
押されたか否かを判定する。メッセージ停止ボタンが押された場合、ＹＥＳ判定してステ
ップＳ２１へ進む。メッセージ停止ボタンが押されていない場合、ＮＯ判定して伝言メッ
セージの音声再生を継続し、ステップＳ２０へ進む。
【００７２】
　ステップＳ２０では、電子キー４１により認証された居住者を受信者とする伝言メッセ
ージの音声再生が終了したか否かを判定する。伝言メッセージの音声再生が終了した場合
、ステップＳ２０をＹＥＳ判定して、本処理を終了する。伝言メッセージの音声再生が終
了していない場合、ステップＳ２０をＮＯ判定してステップＳ１８～Ｓ２０の各処理を繰
り返す。
【００７３】
　ステップＳ２１では、伝言メッセージの音声再生を中断し、ステップＳ２２へ進む。ス
テップＳ２２では、伝言メッセージの件数が音声通知される。例えば、認証された居住者
に対応する伝言メッセージが６件あった場合は「メッセージが６件あります」というガイ
ドメッセージ、０件であった場合は「メッセージはありません」というガイドメッセージ
がスピーカ６３より報知される。また、伝言メッセージの音声再生を中断した場合は、「
メッセージを確認してください」というガイドメッセージでもよい。この際、表示部６５
には認証された居住者への伝言メッセージの件数が表示される。ガイドメッセージの報知
後、本処理を終了する。
【００７４】
　すなわち、ステップＳ１５，Ｓ１８及びＳ１６で再生条件記憶エリア３６の状況設定エ
リア３６２に設定された条件に該当する状況であると判定されて、設定された再生方法に
従って制限されて再生される。（１）「認証された居住者以外の人が玄関ドア２２付近に
存在する場合」はステップＳ１５、Ｓ１８により判定され、（２）「伝言メッセージが１
～５件でない場合」はステップＳ１６により判定され、ステップＳ２２で伝言メッセージ
の件数について音声通知される。また、ステップＳ１８により、伝言メッセージの音声再
生中であっても居住者以外の人の存在が検知されれば、その音声再生は中断されることと
なっている。
【００７５】
　ステップＳ２３では、伝言メッセージの件数を表示部６５にて表示通知される。例えば
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、認証された居住者に対応するメッセージがなかった場合は「メッセージはありません」
というガイドメッセージ、メッセージが３件あった場合は「メッセージが３件あります」
というガイドメッセージが表示部６５に表示されることにより報知される。ガイドメッセ
ージの報知後、本処理を終了する。すなわち、再生条件記憶エリア３６の状況設定エリア
３６２に設定された条件（３）「認証された居住者の帰宅した時間が６～２１時以外の場
合」に該当するとしてステップＳ１４により判定される。そして、状況設定エリア３６２
に設定された再生方法に従って、ステップＳ２３で伝言メッセージの件数について表示通
知される。
【００７６】
　以上のように、認証された居住者に対応する伝言メッセージを音声再生で実施するにあ
たって、認証された居住者の帰宅時の状況に応じて所定の条件を満たしていると判定され
た場合（ステップＳ１４，Ｓ１５，Ｓ１６，Ｓ１８）には、伝言メッセージの音声再生が
伝言メッセージ件数の音声通知又は表示通知（ステップＳ２２，Ｓ２３）へと制限される
。また、ステップＳ１２のように、施錠装置２３がすでに解錠状態であった場合は、伝言
メッセージの再生が実施されない。よって、所定の条件に該当する場合は伝言メッセージ
の音声再生が実施されず、帰宅した居住者の状況に応じて再生方法が制限されている。
【００７７】
　以上、詳述した本実施形態の構成によれば、以下の優れた効果が得られる。
【００７８】
　本実施形態によれば、個々の居住者に対応する伝言メッセージが登録でき、居住者が帰
宅した際に、その居住者に対応する伝言メッセージが音声で再生され伝達される。同居人
からの伝言メッセージが自動で再生されて帰宅した居住者に伝達されるため、伝言メッセ
ージを登録した同居人も伝え漏れ等の懸念がなく安心である。さらに、本実施形態によれ
ば、伝言メッセージの音声再生を実施するにあたり、帰宅した居住者の帰宅時の状況に応
じて伝言メッセージの再生方法を制限することができる。そのため帰宅した居住者のプラ
イバシーに配慮できることからも好ましく、また同居人の生活リズムに合わせて利用する
ことができ利便性に優れる。
【００７９】
　玄関ドア２２付近に認証された居住者以外の人の存在を検知するための検知手段として
、玄関ドア２２の屋外側に人感センサ５１及び屋内側に人感センサ５２を備えることで、
認証された居住者以外の人が出入口ドア付近に存在するか否かが判断できる。
【００８０】
　所定の条件として、認証された居住者以外の人が玄関ドア２２付近に存在する場合が設
定されており、この場合は伝言メッセージの音声再生が制限される。これにより帰宅した
居住者のプライバシーに配慮することができる。
【００８１】
　所定の条件として、予め定められた時間帯以外に前記居住者が認証された場合が設定さ
れており、この場合は伝言メッセージの音声再生が制限される。予め定められる時間帯を
同居人の起きている活動時間帯に設定すれば、同居人が就寝する時間には音声再生が制限
される。よって、居住者それぞれの生活リズムに合わせて、伝言メッセージ再生システム
２０を設定して利用できる。
【００８２】
　本実施形態によれば、所定の条件を満たした場合、伝言メッセージの音声再生が制限さ
れて伝言メッセージの件数が通知される。伝言メッセージの件数のみが通知される通知再
生は、伝言メッセージの内容が音声再生されることがなく、再生時間も伝言メッセージの
音声再生より短い。よってプライバシー及び同居人の生活リズムが配慮されつつ、かつ帰
宅した居住者は伝言メッセージの有無を知ることができる。
【００８３】
　伝言メッセージは文字データ又は音声データのいずれかで登録でき、文字データからな
るメッセージを音声により読み上げる音声読み上げ部３８と、伝言メッセージが表示され
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る表示部６５と、が備えられている。伝言メッセージの音声再生が制限された場合の通知
再生としては、音声読み上げ部３８による音声通知、又は表示部６５による表示通知の少
なくともいずれかひとつの通知再生により実施される。通知再生が音声又は表示のいずれ
かを設定できるため、さらに細やかに状況に応じて配慮できる。本実施形態によれば、設
定された時間帯以外となる同居人の就寝時間に帰宅した場合は表示による通知再生とする
ことで、同居人の就寝を妨げないよう配慮している。
【００８４】
　音声再生において、音声データからなる伝言メッセージはそのまま再生され、文字デー
タからなる伝言メッセージは音声読み上げ部３８により読み上げられる。そのため、帰宅
した居住者が玄関部１１において靴を脱ぐ等の作業中に、特に手を煩わすことなく伝言メ
ッセージが音声再生されて伝達され、利便性に優れる。また、所定の条件により音声再生
が制限された場合でも伝言メッセージを表示部６５にて確認することができる。
【００８５】
　［第２実施形態］
　図６は、伝言メッセージ再生システム２０の第２実施形態における伝言メッセージの再
生制御に関する構成を示す概略図である。
【００８６】
　第２実施形態の伝言メッセージの再生制御は、第１実施形態の伝言メッセージの再生制
御とは認証手段が異なる。すなわち、第２実施形態においては、帰宅した居住者の特定を
顔認証で実施する。以下に第１実施形態との相違する点を述べる。
【００８７】
　玄関ドア２２付近の屋外側には、カメラ２６が設けられている。カメラ２６は、例えば
デジタルカメラにより構成され、玄関ドア２２付近の外壁に取り付けられている。カメラ
２６は、エントランススペース１４において玄関ドア２２付近にいる人の顔を撮影するも
のであり、詳しくは、玄関ドア２２付近にいる人がカメラ２６に顔を近づけると、その顔
をカメラ２６が検出して撮影を行うものとなっている。
【００８８】
　顔認証のための構成として、コントローラ３２が設けられている。コントローラ３２は
、第１実施形態と同様に、ＣＰＵやメモリ等を有するマイクロコンピュータを備えるもの
である。コントローラ３２の構成は、電子キー認証のためのＩＤ情報の代わりに顔画像が
認証のために記憶部３４に登録される以外は、第１実施形態におけるコントローラ３２の
構成と同様である。
【００８９】
　コントローラ３２には、図６に示すように、カメラ２６が接続されている。カメラ２６
により人の顔が撮影されると、その顔画像がカメラ２６からコントローラ３２に入力され
る。
【００９０】
　制御部３３は、カメラ２６から入力される人の顔画像に基づいて、その人が建物１０の
居住者であるか否かの認証を行う。具体的には、制御部３３は、その認証に際し、カメラ
２６から入力された人の顔画像が記憶部３４に記憶されている登録顔画像と一致するか否
かを判定し、判定の結果、一致する場合にその人が建物１０の居住者（正規の人に相当）
であると認証する。
【００９１】
　玄関ドア２２の屋外側及び屋内側には、人感センサ５１，５２が設けられているが、第
２実施形態においては、屋外側の人感センサ５１の代わりに顔認証のためのカメラ２６を
兼用させてもよい。この場合、認証された居住者が玄関ドア２２を開閉して玄関部１１に
進入した後、カメラ２６はエントランススペース１４における人の有無を検知し、その検
知結果がコントローラ３２に入力される。また、人感センサ５２の代わりに、玄関ドア２
２の屋内側にも人数検知のためのカメラを設けてもよい。この場合、認証された居住者が
玄関ドア２２を開閉して玄関部１１に進入した後、カメラは玄関部１１に存在する人数を
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検知し、その検知結果がコントローラ３２に入力される。
【００９２】
　メッセージ記憶エリア３７に格納される伝言メッセージテーブルＴとしては、ＩＤ情報
の代わりに顔認証の顔画像に対応させて伝言メッセージを登録する以外は、第１実施形態
の伝言メッセージテーブルＴの構成と同様である。
【００９３】
　第２実施形態において、コントローラ３２の制御部３３により実行される伝言メッセー
ジ再生の制御処理の内容について、第１実施形態のフロチャート（図５）に基づいて説明
する。
【００９４】
　第２実施形態のフローチャートとしては、図５のフローチャートにおいてステップＳ１
１及びＳ１２が下記のステップＳ３１及びＳ３２と置き換わる以外は、図５のフローチャ
ートと同様である。ステップＳ３１としては、「カメラ２６により取得した顔画像が居住
者の登録顔画像と一致しているか否か」が判定される。取得した顔画像が登録顔画像と一
致していない場合、認証ＮＧとしてステップＳ３１をＮＯ判定して本処理を終了する。取
得した顔画像が登録顔画像と一致している場合、認証ＯＫとしてステップＳ３１をＹＥＳ
判定してステップＳ３２へと進む。
【００９５】
　ステップＳ３２では、「取得した顔画像の認証により解錠したか否か」が判定される。
この際に取得した顔画像で解錠処理されない場合、本処理を終了する。この際に取得した
顔画像で解錠処理された場合、ステップＳ３２をＹＥＳ判定して、ステップＳ１３に進む
。すなわち、ステップＳ１２と同様に、居住者が同居人と同時に帰宅したときなど、直前
に同居人により顔認証されて解錠処理をされた場合は、解錠処理が行なわれなかった居住
者に対応するメッセージは再生されないこととする。
【００９６】
　ステップＳ１３以降は、図５のフローチャートに従って判定される。
【００９７】
　第２実施形態では認証手段として顔認証を実施することにより、電子キー４１を携帯し
なくても施錠装置２３の施解錠を自動的に行うことができるが、それ以外は上記第１実施
形態と同様の効果が得られる。
【００９８】
　本発明は上記実施形態に限らず、例えば次のように実施されてもよい。
【００９９】
　（１）上記実施形態では、電子キー４１認証又は顔認証により帰宅した居住者を特定し
ているが、例えば、電子キー４１認証又は顔認証ではなく、それぞれの居住者に電子タグ
を携帯させ、電子タグそれぞれの固有の識別情報により、居住者の特定を行ってもよい。
この場合、電子タグの読取装置として本実施形態と同様の通信装置３１を玄関口２１の屋
外側に設けることで、上記実施形態と同様の効果が得られる。
【０１００】
　（２）上記実施形態では、４つの所定の条件と、４つの伝言メッセージの再生方法とを
例示したが、所定の条件及び再生方法はこれに制限されない。すなわち、本発明の特徴と
しては、帰宅時の状況に応じて再生方法を制限することができることであるため、その状
況及び制限方法は特に限定されない。
【０１０１】
　例えば、ある居住者において、ある特定の同居人（例えば子供）からの伝言メッセージ
は常に音声再生を設定することもできる。また、例えば、伝言メッセージ件数の通知再生
において、伝言メッセージの件数だけでなく、伝言メッセージの送信者を音声通知又は表
示通知する等を設定することもできる。また、伝言メッセージの件数のみを通知する状況
では、件数ではなく伝言メッセージの有無だけを通知するようにしてもよい。
【０１０２】
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　（３）上記実施形態では伝言メッセージの受信者が特定の一人となっているが、受信者
を複数とする伝言メッセージも登録されうる。例えば、受信者を複数（例えば居住者全員
）とする伝言メッセージが登録されているときに、受信者の一部のみの複数の居住者が同
時に帰宅した場合、伝言メッセージの音声再生が実施されるように設定してもよい。
【０１０３】
　この場合、伝言メッセージの再生を制限する場合の条件として状況設定エリア３６２に
設定された（１）「認証された居住者以外の人が玄関ドア２２付近に存在する場合」に該
当する。そのため、第１及び第２実施形態において、図５のフローチャートのステップＳ
１５でＮＯ判定される場合に該当する。当該実施形態においては、図５のフローチャート
においてステップＳ１５でＮＯ判定された後、後述のステップＳ４１に進み、その後判定
によってステップＳ４２～４４へ進むが、図５のフローチャートのステップＳ２２へ戻る
場合もある。なお、第１実施形態と第２実施形態とでは認証方法が異なるが、後述のステ
ップＳ４１～４４においては認証方法にかかわらず、同様に判定される。以下では、「解
錠した認証された居住者」を「解錠認証者」と称し、「『解錠した認証された居住者』以
外の『認証された居住者』」を、「非解錠認証者」と称する。
【０１０４】
　図５のフローチャートのステップＳ１５でＮＯ判定された場合、ステップＳ４１に進み
、ステップＳ４１では、解錠認証者を受信者とする伝言メッセージのうち、受信者を複数
とする伝言メッセージがあるか否かが判定される。ステップＳ４１がＮＯ判定の場合はス
テップＳ２２へ進む。なお、解錠認証者を受信者とする伝言メッセージがない場合もＮＯ
判定となり、ステップＳ２２へ進む。受信者を複数とする伝言メッセージがあった場合、
ステップＳ４２へ進む。
【０１０５】
　ステップＳ４２では、非解錠認証者の存在が検知されたか否かが判定される。非解錠認
証者がいなかった場合、ＮＯ判定をしてステップＳ２２へ進む。非解錠認証者がいた場合
、ＹＥＳ判定してステップＳ４３へ進む。
【０１０６】
　ステップＳ４３では、非解錠認証者を受信者とする伝言メッセージがあるか否かが判定
される。非解錠認証者を受信者とする伝言メッセージがない場合は、ＮＯ判定をしてステ
ップＳ２２へ進み、解錠認証者に対する伝言メッセージ件数の音声通知が再生される。非
解錠認証者を受信者とする伝言メッセージがある場合、ステップＳ４４に進む。
【０１０７】
　ステップＳ４４では、解錠認証者及び非解錠認証者を受信者とする伝言メッセージが音
声再生される。
【０１０８】
　当該実施形態では、居住者全員へ宛てた伝言メッセージがあった場合に、居住者が複数
で同時に帰宅した際にも伝言メッセージが音声再生される。家族間又は同居する居住者同
士においては居住者全員で情報共有をしたい伝達事項もあるため、当該実施形態ではプラ
イバシーも配慮しつつ利便性にも優れる。
【０１０９】
　（４）上記（３）の実施形態において、居住者以外の人を検知した場合は音声再生が制
限される設定をさらに追加してもよい。この場合、第２実施形態においては、顔認証用の
カメラ２６により撮影された顔画像において、顔認証部に登録されていない顔画像が含ま
れている場合は再生不可とすればよい。
【０１１０】
　例えば、上記（３）の実施形態のフローチャートのステップＳ４３で、非解錠認証者を
受信者とする伝言メッセージがある場合、ステップＳ５１に進む。ステップＳ５１では、
登録されていない顔画像が含まれているか否かが判定され、登録されていない顔画像が含
まれていない場合は、ＮＯ判定をしてステップＳ４４に進む。登録されていない顔画像が
含まれている場合は、ステップＳ２２又はステップＳ２３へ進み、解錠認証者に対する伝
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言メッセージ件数の音声通知又は表示通知が再生されるようにしたらよい。
【０１１１】
　第１実施形態において当該設定を実施する場合は、例えば、顔認証用のカメラを玄関ド
ア２２付近の屋外側に備え、そのカメラにより撮影された人の顔画像に基づいて、その人
が予め登録された登録者であるか否かの認証を行う顔認証部を備えるとよい。そうするこ
とで、上記のステップＳ５１の判定ができる。
【０１１２】
　（５）上記実施形態では所定の条件として設定されていないが、所定の条件として「来
客中である場合」を設定してもよい。第１実施形態において来客中であることを検知する
ためには、例えば、顔認証用のカメラを玄関ドア２２付近の屋外側と、エントランススペ
ース１４との２か所に備え、そのカメラにより撮影された人の顔画像に基づいて、その人
が予め登録された登録者であるか否かの認証を行う顔認証部を備えるとよい。
【０１１３】
　玄関ドア２２付近の屋外側に設けられたカメラは、玄関ドア２２から建物１０内に入る
人を撮影するために玄関口２１の屋外側方向（エントランススペース１４方向）にレンズ
が向けられている。エントランススペース１４に設けられたカメラは、玄関ドア２２から
出てきた人を撮影するために玄関口２１の方向にレンズが向けられている。
【０１１４】
　玄関口２１の屋外側に設けられたカメラにより撮影された顔画像において、顔認証部に
登録されていない顔画像が含まれていた場合、「来客中」と判断される。そして、登録さ
れていない顔画像は来客者の顔画像としていったん登録される。その後、エントランスス
ペース１４に設けられたカメラにより、玄関ドア２２から出てきた人が撮影され、撮影さ
れた顔画像の認証により、来客者の顔画像に登録された顔画像と一致することで、「来客
中」の処理が終了する。
【０１１５】
　第２実施形態においては、顔認証用のカメラをエントランススペース１４に備えること
で当該実施形態が実施される。すなわち、第２実施形態で述べられたカメラ２６と、コン
トローラ３２の記憶部３４とにより、登録された顔画像でない「来客者」を判断し、エン
トランススペース１４に設けられたカメラにて来客者の帰宅を検知すればよい。
【０１１６】
　所定の条件として「来客中である場合」を設定した場合の伝言メッセージの再生方法と
しては、例えば、伝言メッセージ件数の表示通知としたり、伝言メッセージの再生不可（
再生を実施しない）とする等の制限を適宜設定すればよい。所定条件として「来客中であ
る場合」が設定され「来客中である」として処理されている間は、他の居住者が帰宅して
きても伝言メッセージの音声再生が設定された制限された再生方法となる。
【０１１７】
　この場合のフローチャートとしては、図５のフローチャートのステップＳ１３でＹＥＳ
判定された場合に、ステップＳ６１へ進む以外は図５のフローチャートと同様である。当
該実施形態においてステップＳ１３でＹＥＳ判定された場合、ステップＳ６１へ進み、ス
テップＳ６１で来客中であるか否かが判定される。来客中でない場合は、ステップＳ１４
へ進み、来客中である場合は、ステップＳ２３（又はステップＳ２２）へ進む。
【０１１８】
　上記のようにして「来客中」であることを判断した場合、来客者がリビング等の玄関部
１１ではない場所に滞在していても伝言メッセージの再生が制限される。すなわち、居住
者として登録されていない顔画像が確認された場合は、その滞在場所にかかわらず伝言メ
ッセージの再生が制限されるため、居住者のプライバシーがより配慮されうる。
【０１１９】
　なお、上記ではエントランススペース１４に顔認証用のカメラを設けたが、来客中であ
ることが判断できればこれに制限されず、例えば再生端末６１の操作部６４に、伝言メッ
セージ再生不可とする再生ＯＦＦボタンを設け、来客の際にはそのボタンを押して再生不
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可の処理を実施してもよい。この場合は、来客者が帰宅した場合は再生ＯＦＦボタンを再
度押して、再生ＯＦＦを解除する。
【０１２０】
　（６）上記実施形態では、再生端末６１の操作部６４に伝言メッセージの音声再生を停
止するための停止ボタンを設け、これにより伝言メッセージの音声再生が中断可能である
としたが、例えば、音声認識により伝言メッセージの音声再生を中断させてもよい。音声
認識手段をコントローラ３２に設けて、再生端末６１のマイク６２により音声コマンドと
して「ストップ」との音声が入力されると、伝言メッセージの音声再生を中断する。当該
実施形態では、両手がふさがっていても伝言メッセージの音声再生を中断させることがで
きる。
【０１２１】
　（７）上記実施形態では、建物１０の居住者同士の伝言メッセージ再生システム２０と
して説明したが、携帯電話端末７１及びパソコン端末７２から伝言メッセージサーバ７０
を介して伝言メッセージを登録できるため、その登録者は特に限定されない。また、例え
ば居住者でなかったとしても、第１実施形態においては、固有のＩＤ情報を有する電子タ
グ等を携帯している人（以下、人Ｃ）であれば、当該ＩＤ情報を指定して伝言メッセージ
テーブルＴに登録することで、同様に人Ｃに対応する伝言メッセージを再生端末６１から
再生することができる。第２実施形態においては、予め顔画像を記憶部３４に登録した人
（以下、人Ｄ）であれば、当該顔画像を指定して伝言メッセージテーブルＴに登録するこ
とで、同様に人Ｄに対応する伝言メッセージを再生端末６１から再生することができる。
【０１２２】
　（８）上記実施形態では、人感センサ５１，５２により認証された居住者以外の人の存
在を検知したが、例えば、玄関ドア２２付近の屋外側及び屋内側にカメラを設け、カメラ
により撮影された画像の画像処理により認証される居住者以外の人の検知（例えば人数検
知）をしてもよい。
【０１２３】
　（９）上記実施形態では、パソコンのメールシステム７３においてメールを未読にする
ことで伝言メッセージサーバ７０へ送信されることを述べた。例えば伝言メッセージ再生
システム２０の他の機能として、登録された伝言メッセージについて、登録有効期間や再
生有効回数を予め設定しておき、登録有効期間を経過した場合や、再生有効回数だけ再生
された場合には、該伝言メッセージを自動消去してもよい。
【０１２４】
　また、居住者がマイク６２に吹き込んで伝言メッセージを登録するだけでなく、予め登
録された定型の伝言メッセージの複数のうち、いずれか選択された伝言メッセージを登録
するようにしてもよい。
【０１２５】
　（１０）上記第１実施形態では、電子キー４１認証及び電子キー４１の操作部４４を用
いた遠隔操作により施解錠される施錠装置２３を説明したが、例えば、電子キー４１認証
及び以下のようなタッチセンサへの接触により施解錠される施錠装置２３であってもよい
。
【０１２６】
　例えば、玄関ドア２２の屋外側の面に設けられたドアノブにタッチセンサが内蔵され、
電子キー４１がユーザのＩＤ情報を送信している状態で、電子キー４１を携帯した居住者
がドアノブに触れると施錠又は解錠が行われる。当該形態における施錠装置２３では、施
錠装置２３が解錠された状態で、電子キー４１を携帯した居住者がドアノブに触れると、
施錠装置２３が施錠される。また、施錠装置２３が施錠されている状態で、電子キー４１
を携帯した居住者がドアノブに触れると、施錠装置２３は解錠される。タッチセンサは、
例えば、静電容量タッチセンサである。
【符号の説明】
【０１２７】
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　２２…玄関ドア、２３…施錠装置、２６…カメラ、３１…通信装置、３２…コントロー
ラ、３３…制御部、３４…記憶部、３８…音声読み上げ部、４１…電子キー、５１…人感
センサ、５２…人感センサ、６１…再生端末、６５…表示部、ＣＡ…通信エリア。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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